
令
和
八
年
度
春
季
入
学
（
秋
季
募
集
） 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程 

一
般
選
抜
入
学
試
験
問
題 

 

︱ 

注
意
事
項 

︱ 

１  

試
験
開
始
及
び
終
了
は
、
監
督
者
の
時
計
が
基
準
で
す
。
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

２  

試
験
開
始
後
は
四
十
分
経
過
す
る
ま
で
退
室
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
試
験
終
了
の
十
分
前
か
ら
も
退
室
で
き
ま
せ
ん
。 

３  

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
を
開
い
て
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

４  

解
答
用
紙
へ
の
受
験
番
号
な
ど
の
記
入
は
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

５  

設
問
は 

一 

二 

三 

の
三
題
で
す
。
解
答
す
べ
き
問
題
は
次
の
通
り
で
す
。 

一 

全
員
必
須 

二 

①
②
と
も
全
員
必
須 

三 

③
～
⑩
の
う
ち
か
ら
二
問
の
み
を
選
択 

６  

一 

の
解
答
に
つ
い
て
は
解
答
用
紙
（
設
問 

一 

）
に
記
す
こ
と
。
ま
た
、
二 

と 

三 

の
解
答
は
全
て
解
答
用 

紙
（
設
問 

二
・
三 

）
に
記
載
し
、
各
解
答
用
紙
の
冒
頭
の
番
号
欄
に
は
、
ど
の
問
題
に
対
す
る
解
答
か
わ
か
る
よ 

う
に
、
①
～
⑩
ま
で
の
番
号
の
い
ず
れ
か
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

７  

解
答
用
紙
は
五
枚
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
追
加
で
解
答
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
静
か
に
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。 

８  

答
案
回
収
時
に
解
答
用
紙
を
提
出
し
な
い
場
合
、
本
科
目
は
採
点
さ
れ
ま
せ
ん
。 

９  

試
験
終
了
後
、
こ
の
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 

    



一 
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
題
に
答
え
よ
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
典
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
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研
究
資
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問
一 

右
の
文
学
作
品
の
名
前
を
記
せ
。 

問
二 

右
の
文
章
の
作
者
の
名
前
を
記
せ
。 

問
三 

傍
線
部
ア
～
オ
の
仮
名
の
字
母
を
記
せ
。 

問
四 

傍
線
部
Ａ
・
Ｂ
を
翻
字
せ
よ
。 

問
五 

傍
線
部
Ｘ
・
Ｙ
を
口
語
訳
せ
よ
。 

問
六 

本
文
中
で
言
及
さ
れ
る
和
歌
の
功
徳
の
う
ち
、
人
間
の
心
に
関
わ
る
も
の
を
二
つ
選
び
、
各
々
の
内
容
を
簡
潔
に

説
明
せ
よ
。 

o-nanami
テキストボックス



o-nanami
テキストボックス
。


o-nanami
テキストボックス
、


o-nanami
テキストボックス
著作権保護の観点から　問題文は掲載していません




二 
次
の
問
題
に
答
え
よ
。（
二
問
と
も
必
須
） 

  

① 

接
辞
の
「
ジ
ン
（
人
）」
あ
る
い
は
「
ニ
ン
（
人
）」
が
左
の
語
群
に
下
接
す
る
場
合
、
ど
ち
ら
が
選
択
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
示
し
た
上
で
、
双
方
の
使
い
分
け
の
傾
向
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。 

 

〈
語
群
〉
一
般 

 

請
け
負
い 

 
見
物 

 

社
会 

 

出
版 

 

自
由 

 

販
売 

 

被
告 

 

文
化 

  

② 

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
日
記
文
学
を
平
仮
名
の
成
立
と
関
わ
ら
せ
て
文
学
史
的
に
整
理
し
つ
つ
、
具
体

的
な
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
論
ぜ
よ
。 

               



三 
次
の
問
題
の
中
か
ら
二
問
を
選
択
し
て
答
え
よ
。（
二
問
の
み
選
択
） 

  

③ 

左
の
文
（
Ａ
）
に
見
ら
れ
る
日
本
語
学
習
者
の
誤
用
（
逸
脱
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る
誤

用
と
考
え
ら
れ
る
か
、
詳
し
く
説
明
せ
よ
。「
語
幹
」
と
い
う
術
語
は
必
ず
使
用
す
る
こ
と
。 

 

（
文
脈
：
自
身
が
見
た
オ
ー
ロ
ラ
の
美
し
さ
に
つ
い
て
語
る
場
面
。） 

Ａ
：
ア
ラ
ス
カ
で
オ
ー
ロ
ラ
を
見
て
き
ま
し
た
。
き
れ
か
っ
た
で
す
。 

  

④ 

日
本
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
発
生
・
展
開
に
つ
い
て
、（
社
会
的
）
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
作
家
・
作
品

な
ど
の
固
有
名
詞
も
挙
げ
な
が
ら
述
べ
よ
。 

  

⑤ 

日
本
語
の
諸
方
言
に
見
ら
れ
る
現
象
を
例
と
し
て
挙
げ
つ
つ
、
周
圏
論
的
分
布
と
逆
周
圏
論
的
分
布
の
共
通
点
と

相
違
点
を
説
明
せ
よ
。 

  

⑥ 

一
六
五
〇
年
刊
の
安
原
貞
室
『
片
言
』
が
示
す
左
の
記
述
に
つ
い
て
、
オ
段
長
音
の
史
的
変
化
を
踏
ま
え
て
説
明
せ

よ
。 

 
 

 
 

 

こ
ゝ
ら
の
人
の
宣

の
た
ま

ふ
秀 し

う

句 く

を
き
ゝ
侍
れ
ば
、
縦 た

と

へ
ば
灯
台

と
う
だ
い

を
み
て
は
、
当
代

た
う
だ
い

の
は
や
り
物
ぞ
と
い
ひ
、
豆 と

う

腐 ふ

を
出
せ
ば
当
風

た
う
ふ
う

の
は
や
り
物
ぞ
な
ど
ゝ
い
ひ
て
、
皆 み

な

か
ん
な
違 ち

が

ひ
の
秀 し

う

句 く

を
口
に
ま
か
せ
て
吐 は

き

出 い
だ

さ
る
ゝ
は
、

つ
た
な
く
こ
そ
侍
れ
。 

  

⑦ 

『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
柿
本
人
麻
呂
の
歌
の
特
徴
を
述
べ
、
且
つ
、
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。 

  

⑧ 

中
国
文
学
史
に
お
け
る
「
小
説
」
の
概
念
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
、
中
国
小
説
史
に
つ
い
て
概
説
せ
よ
。 

o-nanami
テキストボックス



o-nanami
テキストボックス
。


o-nanami
テキストボックス
、


o-nanami
テキストボックス
著作権保護の観点から　問題文は掲載していません




  

⑨ 

上
田
秋
成
と
本
居
宣
長
の
論
争
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
論
ぜ
よ
。 

  

⑩ 

次
に
掲
げ
る
の
は
、
天
野
文
雄
『
能
楽
手
帖
』（
一
九
八
九
年
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）「
お
わ
り
に
」
で
、
世
阿
弥

作
の
能
〈
忠
度
〉
の
構
想
に
言
及
し
つ
つ
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
『
花
鏡
』
中
の
一
節
を
解
説
し
た
部
分
で
あ
る
。 

  
 

 
 

惣 そ
う

じ
て
、
目
利 き

き
ば
か
り
に
て
、
能
を
知
ら
ぬ
人
も
あ
り
、
能
を
ば
知
れ
ど
も
、
目
の
利
か
ぬ
も
あ
り
。
目
智
相

応
せ
ば
、
よ
き
見
手

み

て

な
る
べ
し
。 

  
 

と
。「
目
利
き
」
は
「
見
巧
者
」、「
能
を
知
る
人
」
は
「
能
を
総
合
的
に
鑑
賞
で
き
る
人
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

ろ
う
。
見
巧
者
は
と
か
く
「
わ
ざ
」
に
こ
だ
わ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
大
切
だ
が
、
能
を
観
る
場
合
に
は
も
う
ひ
と
つ
「
能

を
知
る
」
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
要
素
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
目
智
」
と
呼
び
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
が
理
想
的
な
観
客
だ
と
い
う
の
だ
が
、
ま
さ
に
正
論
で
あ
っ
て
、
思
え
ば
、
現
在
の
わ

れ
わ
れ
は
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、「
目
」
を
中
心
に
能
を
鑑
賞
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
る
指
摘

で
あ
る
。…

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
四
四
六
～
四
四
七
頁
） 

  
 

 

右
の
説
を
ふ
ま
え
、「
能
」
と
い
う
中
世
芸
能
に
つ
い
て
、
当
時
の
享
受
形
態
（
鑑
賞
の
さ
れ
方
）
を
考
え
た
上
で
、

こ
こ
で
「
能
を
知
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

 

 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

以
下
余
白―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―
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